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の多くは省略した。   
1．図書館のサービスと目的   








































































に検討すべきである。   
3．図書館職員の学習   




に，雑誌でニュー ス解説や論点整理を行う必要がある。  












（4）制度・行政・経営等の研究と学習   















ある。   
2．図書館職旦の職務と制度   





































きである。   
4．図書館職員の養成  









































らの観点から検討するべきである。   
5．図書館に関する研究   























ある。   
先進国の事情のうち図書館運動に都合のよい部分のみ   
図 曹 鵬 雑 誌 Vol．g3，No．10 β占タ   





















ある。   
6．日本図音館協会の活動と組織   




































1）薬袋秀樹「日本における公共図書館学の実践的課題」r論   






4）薬袋秀樹r公立図書館司書のための仕事の技術10か粂一中   
堅職員のために」図書館情報大学薬袋研究室，1996，74p・   
参照はp．47－51．  
5）薬袋秀樹r公立図書館司書の自己改革のための10か粂一新   
入職員のためにJ図書館情報大学薬袋研究室，1995，30p・   
参府はp．7－11．  
6）薬袋秀樹「公共図書館批判論の批判的検討」r現代の図書   
館JVol．30，No．4，1992．12，p．239－278．参照はp．275．  
7）薬袋秀樹「r市民の図書館」における「貸出し」の論理－  






10）薬袋秀樹「公共図書館職長の自己改革－サービス・政策・   
経営の改革」r図書館雑誌JVol．8臥No．8，1994．8，p．533－538．   
参照はp．534－535．  
（みない ひでき：図書館情報大学）  
［NDC9：016．2 BSH：図書館（公共）〕   
